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○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① クライオ電子顕微鏡法による生体分子構造の解析 

 クライオ電子顕微鏡法を使った生体分子の機能構造の研究ついてわかりやすく解説しました。 

② SPring-8 放射光で観るミクロの世界 

   放射光施設 SPring-8 は様々な分野の研究や産業に役立っています。その中でミクロなイメージ

ングの例を紹介しました。 
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① クライオ電子顕微鏡法による生体分子構造の解析 
クライオ電子顕微鏡法によるタンパク質や核酸などの生体分子の立体構造解析には、二次元結や

チューブ状結晶などの結晶性試料を対象とした高分解能な「電子線結晶構造解析」、精製した単分
子を観察して構造を解析する「単粒子解析」、分子複合体や細胞・組織の立体構造を解析できる「電
子線トモグラフィー」など多彩な手法があります。そこで本講座では、これまでに原子レベルの立
体構造が解析された膜タンパク質の１つであり、神経－筋の情報伝達において中心的な役割を果た
しているニコチン性アセチルコリン受容体を例に、クライオ電子顕微鏡法による生体分子の構造解
析法について解説しました。また、構造解析の結果、初めて明らかになった受容体の分子メカニズ
ムや、分子構造と疾患との関連についても説明しました。 

 



 ② SPring-8 放射光で観るミクロの世界 
放射光は、極めて明るい、平行性が高い、X線から赤外線までの広い波長領域を含む、偏光度が

高い、などの従来の実験室光源に比べて多くの優れた特長を有する光源です。本講座では、イント
ロダクションとして、原子の構造、放射光の発生原理の感覚的な説明、加速器や放射光施設とはど
ういったものか、SPring-8 で得られる放射光のスペクトル特性、Ｘ線の顕微プローブとしての長
所などについて話しました。続いて、X 線顕微イメージングの応用例として、「医療・バイオ」や
「安全・安心」をキーワードとして、①新しいレントゲン写真（屈折コントラストイメージング法）、
②毛髪中の微量元素分布の分析、③蛍光 X線分析によるイネの葉の誘導抵抗性現象の可視化、④隕
石の蛍光 X線分析、⑤コンピュータトモグラフィー（CT）による微小試料の 3次元非破壊内部構造
観察、⑥高速 CT によるリアルタイム 3次元非破壊内部構造観察の結果などを紹介しました。 

 

 


